
社は、歯科ҩ療施設よりҕୗを受け、歯科補௲（΄
てつ）物を製造し販売している。補௲とは、体のܽଛ
した部Ґの形ଶと機能を人工物で補うことを指し、歯学
においては、歯冠や歯のܽଛをٛ歯、クラウン、ブリッ
ジなどの人工物を用いてम復することを指す。
社の受ୗエリアは県内全域をは͡め、ळ田県、੨
県の΄か、関東地۠で٬ސはຽؒの歯科開業ҩӃ、県内
外の公立歯科診療所、大学付ଐ歯科ҩ療センターである。
受ୗ製造している品目は、保険歯科技工物、自අ歯科
技工物、インプラント、ֺإ໘補௲、ױ者આ໌用サンプ
ルなど補௲全般をカバーしている。
小ӓ歯（上Լֺに合計 8本）の「白い歯」を実現するには、
自අ治療によるセラミック冠というબ択ࢶもあるが、治
療අが高ֹになるため、一般的に小ӓ歯にはいΘΏる「銀
歯」が使用されることが多い。しかし、これは৹美性を
ଛͶるものである。
平成 2� 年 4月、ઌ進ҩ療会ٞの提ݴを受け、歯科補
௲物の「$"D�$".冠」が新規に保険ద用されることと
なり、このܾ定は小ӓ歯の「保険ద用の白い歯」を実現
させるものである。
者の白い歯への需要の増大に加͑、既存の金ଐ製のױ
歯科補௲物の材料である歯科用و金ଐの価格高ಅを考ྀ
すると、今後「$"D�$".冠」の需要の増大は確実なも
のであると断される。「$"D�$".冠」の製作には国
で定める施設ج४にద合した「$"D�$".装置」の設置
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成果
施設基準に適合したCAD/CAM装置
を導入し、これまで不可能だった小臼
歯被覆冠の「保険で白い歯」を実現。
同業他社との優位性が明確となり、営
業力の向上が見込まれる。

経緯
歯科補綴物「CAD/CAM冠」が
先進医療会議の提言により保険
適用となったことを受け、国の
施設基準に適合したCAD/CAM
装置が必要となった。

実施内容
歯科医療施設で採った歯型から模型
を製作、3次元データとし、このデー
タをもとに導入した材料及び CAD/
CAM 装置により CAD/CAM 冠の製
造を行った。
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設計後に出力したデータを元に、ローランドDG社の 5軸加工機を
用いて切削加工を行う。

本事業で導入した歯科用CAD/CAM装置「3Shape D900」。この
装置で歯科医院から預かった歯型を読み取り、3次元データに変換
したうえで、画面上でCAD/CAM冠の設計を行う。

切削加工後、最終仕上げを行いCAD/CAM冠が完成する。

原材料の歯科切削加工用ハイブリッド
レジンブロック。

歯科用 CAD/CAM装置の導入により、
営業力の向上が期待できると話す、専
務取締役の上神田淳さん。

がٛ務付けられており、これの事業化を図るため歯科用
$"D�$".装置を導入する必要があͬた。

社では「$"D�$".冠」が保険ద用される前の平成
20年に保険ద用外の歯科補௲物（セラミック、ハイブリッ
ドレジン製のクラウンなど）の製作を目的として、$"D�
$".装置を設置し、$"D�$".技工のྟচ実を重Ͷ
てきた。通常、$"D�$".装置のࡉかな設定やカスタ
マイズ作業（設定などを使いやすいようにする作業）
などૢ作スキルのशಘには 1ʙ 2年を要するといΘれて
いるが、ૢ作スキルは既にशख़していたことから、本事
業で新たに導入したシステムのૢ作等の४備は充分にで
きていたとい͑る。そのため、平成 2�年 12月には最新
の$"D�$".装置の導入をऴ͑、すぐに実用化に向けた
試運సを開࢝することができた。保険ద用の$"D�$".
冠を製作するにあたり、国の施設ج४にద合した 2つの
装置を導入した。
導入した歯科用$"D�$".装置は、物体の形ঢ়を 3次
元で測定、計測し 3次元データとしてパソコンに取りࠐ
Ή装置で、取りࠐΜだデータにより歯科補௲物の形ঢ়を
デβインするものである。これと同࣌に導入した歯科用
5軸削加工機は歯科用$"D�$".装置から出力された
データをಡみࠐみ、加工用の /$（/VNFSJDBM�$POUSPM
ʹ制御）プログラム（機械を動かすための໋ྩコード）
製作といͬた生産४備全般をコンピューター上で行い、

コンピューター制御された工作機で歯科補௲物の削加
工を行う。削加工後、歯科技工士が最ऴ上げを行い、
$"D�$".冠の成となる。
保険ద用される $"D�$".冠の製作要件には、装置
のج४だけではなく、加工に使用する材料にも定ٛ通知
がなされている。特に重要な件は、「シリカඍ粉末とそ
れを除いたແ機質フィラーの 2छ類のフィラーの合計が
�0�Ҏ上であり、重合開ࡎ࢝としてաࢎ化物を用いた加
重合により作製されたレジンブロックであること」で
ある。
$"D�$".冠は「ハイブリッドレジン」とݺばれるセ
ラミック（ಃث）とレジン（プラスチック）をࠞͥたも
ので作られる。このメリットは、白い歯であるため৹美
性に༏れていることやఱવの歯とטみあΘせてもఱવの
歯が削れにくいこと、金ଐにൺטΜだときのֺへのෛ
୲が少ない、金ଐアレルΪーをىこさないことなどがڍ
げられる。

県内の同業である歯科技工所のなかでいちૣく、国の
施設ج४に合கした$"D�$".装置を導入したことは、
同業ଞ社とൺֱし、༏Ґ性が高まることが期される。
岩手県内や東全域でも歯科用$"D�$".装置を設
置している歯科技工所は少なく、現在の営業エリアから
の受注の増大をは͡め、そのଞの地域からの新規受注も
金ଐの価格高ಅのوまれる。これにともない歯科用ࠐݟ

Өڹから、社のෆ採算部門であͬた金ଐ冠（銀歯）製
作部門の収益改善がࠐݟまれる。
世քのઌ進国の中で།一、「銀歯」を歯科にద用してき
た日本の歯科ҩ療が、$"D�$".冠による「白い歯」を
保険ద用される歯科補௲物とすることで、ようやくҩ療
ઌ進国のؒ入りが果たせたことになる。
$"D�$".冠によるハイブリッドレジンは、ै来の保
険ద用のૉ材（レジン）よりもৎなૉ材であり、また
保険ద用前は自අ技工で 3ສ円ʙ �ສ円を必要としてい
たが、保険ద用後は１ສ円程度での治療がՄ能となͬた。

、今、歯科技工士の高い৬率がとなͬておりࡢ
その大きな理༝は࿑ಇ環境とٸ進化する歯科技能取ಘの
しさにあると考͑られる。歯科用$"D�$".装置の導
入により、ए年歯科技工士に歯科技工業քのデジタル化
への興ຯを๊いてもらい、同࣌に࿑ಇ環境の改善を進め、
手技にґ存していた歯科技工の補に立てていただく
ことにより、৬に対する展をݟ出していきたい。
企業の多い歯科技工所では、新規設備の導入は大ࡉྵ
きなෛ୲を強いられることとなるが、社は今後も一層
の設備増強を進め、県内最大手の歯科技工所としてױ者、
歯科ҩ療施設のニーズに応͑るとともに、ए年歯科技工
士の育成にも活用していきたい。

歯科用CADソフトを用いた設計は歯科技工士が行う。
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